
 

第２回米沢市農政審議会 

 

 

日時 令和６年１０月９日（水） 

午前１０時００分から 

場所 米沢市役所 庁議室 

 

 

次  第 

 

 
１ 開会 
 
２ 会長挨拶 
 
３ 中間報告 
 
 (１) 米沢市農業振興計画策定作業部会について 
 

 （２） 第２次米沢市農業振興計画（素案）について 
 
 (３) 意見交換 
 
 （４） その他 
 
４ 閉会 



米沢市農政審議会設置条例 

平成 15年 3月 26日 

条例第 15号 

(設置) 

第 1条 市長の附属機関として、米沢市農政審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

 

(所掌事務) 

第 2条 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査及び審議を行うものと

する。 

(1) 本市における農業の振興に係る諸課題の検討及び基本計画等の策定に関すること。 

(2) その他本市における農業の振興に関し必要なこと。 

 

(組織) 

第 3条 審議会は、委員 20人以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから必要に応じ、市長が委嘱する。 

(1) 米沢市農業委員会の会長 

(2) 農業協同組合その他の農林業関係団体の代表者 

(3) 知識経験を有する者 

(4) 農林業関係行政機関の職員 

3 委員は、当該諮問に係る調査及び審議が終了したときをもって、解任されるものとする。 

 

(会長及び副会長) 

第 4条 審議会に会長及び副会長各 1名を置き、委員の互選によって定める。 

2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

 

(会議) 

第 5条 審議会は、会長が招集し、会議の議長となる。 

2 審議会の会議は、委員の過半数が出席しなければこれを開くことができない。 

3 審議会の議事は、会議に出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

 

(関係者等の出席等) 

第 6条 審議会は、必要があると認めるときは、関係者若しくは知識経験を有する者に会議

への出席を求め、又はこれらの者から意見若しくは説明を聴取し、若しくは資料の提出を求

めることができる。 

 

(委任) 

第 7条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この条例は、平成 15年 4月 1日から施行する。 
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（敬称略）

山形県立米沢栄養大学 米沢市農業委員会

健康栄養学部長 〇 〇 会長

大和田　浩子 小関　善隆

米沢商工会議所 米沢平野土地改良区

会頭 〇 〇 理事

加藤　英樹 二宮　啓一

米沢市消費生活研究会 山形県農業共済組合

会長 〇 〇 理事

石塚　久子 鈴木　巌

青年農業士 山形おきたま農業協同組合

〇 〇 米沢地区総括理事

我妻　拓也 大竹　茂

米沢青果株式会社 米沢市認定農業者会議

代表取締役社長 〇 〇 会長

佐藤　修一 佐藤　政和

置賜総合支庁産業経済部 米沢市農業振興組合長会

農業技術普及課長 〇 〇 会長

山下　亨 安部　憲一

〇 〇 〇 〇

農政主査 農政課長 産業部長 課長補佐

嵐田　浩司 赤木　博幸 安部　晃市 堀内　友博

〇 〇 〇 〇

主事 米沢牛振興室長 農産主査 主任

遠藤　貴史 藤田　淳志 佐藤　美由紀 久米　夏樹

第２回米沢市農政審議会　席次表

〇

会長
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米沢市農政審議会委員名簿 

(敬称略、順不同) 

[委員] 

氏  名 備  考 

二 宮 啓 一 米沢平野土地改良区 理事 

安 部 憲 一 米沢市農業振興組合長会  会長 

 小 関 善 隆 米沢市農業委員会  会長 

加 藤 英 樹 米沢商工会議所  会頭 

大 竹   茂 山形おきたま農業協同組合 米沢地区総括理事 

大和田 浩 子 山形県立米沢栄養大学  健康栄養学部長 

石 塚 久 子 米沢市消費生活研究会  会長 

佐 藤 修 一 米沢青果株式会社  代表取締役 

齋 藤 義 浩 置賜総合支庁産業経済部 農業振興課長 

山 下   亨 置賜総合支庁産業経済部 農業技術普及課長 

鈴 木   巌 山形県農業共済組合 理事 

佐 藤 政 和 米沢市認定農業者会議 会長 

我 妻 拓 也 青年農業士 

 

[事務局] 

氏  名 所    属 

安 部 晃 市 米沢市 産業部長 

赤 木 博 幸 米沢市 産業部農政課長 

堀 内 友 博 米沢市 産業部農政課  課長補佐 

藤 田 淳 志 米沢市 産業部農政課 米沢牛振興室長 

嵐 田 浩 司 米沢市 産業部農政課 農政主査 

佐 藤 美由紀 米沢市 産業部農政課 農産主査 

久 米 夏 樹 米沢市 産業部農政課 主任 

遠 藤 貴 史 米沢市 産業部農政課 主事 
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第２次米沢市農業振興計画策定作業部会 実施内容（報告） 

 

１ 目的 

  各専門の分野において農業に対する幅広い意見を出してもらい、それらの意見を第２次米

沢市農業振興計画に反映させることを目的に、計３回（７月、８月、９月）開催 

 

２ 部会の種類 

 （１）人・農地部会 

 （２）土地利用型作物部会 

 （３）グリーンツーリズム・地産地消・市民交流部会 

 （４）園芸作物部会 

 （５）畜産部会 

 

３ 部会のメンバー 

若手農業者を主体として、農業委員、ＪＡ職員、各種団体で構成（各部会８名程度） 

 

４ 作業部会の内容 

 

回 内 容 

第１回 

・「第２次米沢市農業振興計画の策定方針」及び「本市農業の現状と課題」

について、事務局より説明 

・「各分野の現状と課題」について、部会ごとに意見交換を実施 

第２回 
・第１回作業部会で出た「各分野の現状と課題」に対する「解決策」に 

ついて、部会ごとに意見交換を実施 

第３回 

・第１回及び第２回作業部会出た意見を基に作成した「第２次米沢市農業 

振興計画（素案）」について、事務局より説明 

・部会ごとに意見交換を実施 

 

4



第１回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

会議名称 第１回米沢市農業振興計画策定作業部会 

開催日時 令和６年７月１６日（火） 午後６時００分から午後７時３０分まで 

開催場所 置賜総合文化センター ２０３研修室 

出 席 者 ※省略 

欠 席 者 ※省略 

事 務 局 

出 席 者 
※省略 

会議次第 

第１部 全体説明 

１ 開会 

２ 課長挨拶 

３ 説明 

（１）第２次米沢市農業振興計画の策定方針について 

（２）本市農業の現状と課題について 

第２部 作業部会 

１ 説明 

 （１）各分野の現状と課題について 

２ 意見交換 

３ 質疑応答 

４ 閉会 

会議資料 

次第、米沢市農業振興計画策定作業部会実施概要、米沢市農業振興計画策定作

業部会名簿、第２次米沢市農業振興計画の策定方針について、本市農業の現状

と課題について、農業経営に関する意向調査の結果について、第１回米沢市農

政審議会会議録【要点筆記】、【別冊資料】米沢市農業振興計画第２期重点取組

事項進捗状況確認表 

会議内容 

第１部 全体説明 

【１～３】省略 

第２部 作業部会 

【１】省略 

【２】意見交換 

＜人・農地部会＞ 

（担い手の確保・育成についての課題） 

・他の地域とは違い、冬期間は農業が全く出来ない。（スキー場で働く方が多数） 

・多面的など交付金を活用した地域取組が必要。 

・機械等の経費がかかりすぎる。 

・交付金のハードルが高い。 

・研修生を受け入れられる決まった組織がない。 

・燃料代、機械などの経費が高い。 

・Ｕターンの方を対象にした補助金がない。 

・現在の担い手の方への負担が増えている。 

・移住して農業を始められる方の中には家族で来る方も少なくなく、そうした方は安定   

を求める傾向が強いため、その方々に対して支援が必要。 

・高齢化が依然進行している。 

・就農するにしても作物を育てるのに向かない農地を押し付けられる可能性がある。 

・10年前から課題は変わらない。 

（農地の保全・効率的利用についての課題） 

・農地の分散がひどい。 

5



第１回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

・耕作放棄地の増加が問題となっており、そうなりがちなのは獣害のひどい地区であり電柵 

などでは対応しきれない。 

・獣害対策を進める。 

 

＜土地利用型作物部会＞ 

・そばは横ばいの数値だが今後減少していくだろう。 

・このままだとどうなるかの数値予想が欲しい。 

・振興計画について、数年ごとにチェックが必要となる。 

・単収は年々低下し、新しい機械も買わない方針になっている。 

・畑地化により、畑地化要件の５年間が過ぎれば離農するという方が増える。 

・大豆の面積は減少しており、５年水張りや畑地化も要因の一つとなっている。水張りが難

しいから畑地化したいという方もいる。 

・交付金から作業料を払ってもらっているため、交付金対象外になると農業者が作業料払え

ず委託できない農地が増え、耕作放棄地が増えるのではないか。 

・農地管理の草刈りが大変。 

・町内で作業を賄うことは年々難しくなり、後継者が少ない。 

・農業に魅力がなく、儲からないイメージがある。 

・農業従事者が高齢化している。 

・人を雇ったとしても雇用に見合う利益が出るか不明瞭。 

・交付金があるから続けている状態で、交付金がなければ農業できない又はしない。 

・エネルギー資材など支出も増加している。 

・新規就農者に向けた補助金が多いが、既存農業者（特に法人）にも補助金を交付すること

で、機械の更新等により既存の経営基盤が安定し、新規就農者の確保に繋がると考えられ

る。 

・機械など価格が高騰しており更新ができない。 

・補助金申請等のポイント制度はより分かりやすく、申請しやすくしないと申請する前にあ

きらめてしまう。 

・輸出等は為替の影響もあり厳しい状況にある。 

・為替など外的要因により価格を自由に決められない。 

・農業者それぞれでは対応できない状況もあり、市や JAで機械を購入して農業者に貸し出

すなど大きな団体から直接的な対応があるといい。大型機械だけでなく草刈りの機械など

でも検討してほしい。 

 

＜グリーンツーリズム・地産地消・市民交流部会＞ 

（6次化産業の推進） 

・商品の PR、情報発信（SNS）、流通・販路を見出すのが難しい。 

・収益の確保、原材料費の高騰、販路の確保・拡大。 

・加工する農産品の供給が不安定、品質・数量の確保が困難。 

・農家が使えるレンタル加工所がない。設備投資が難しい。 

・加工技術が上がらないと売れるような商品にならない。 

・6次産業を行うには横のつながりが必要であり、1人では限界がある。 

・労力の確保（農作業しながらは大変）、手がかかるため労働力・人材確保が大変。 

・商品開発のサポート、販売の協力が必要。 

・農業と異なる知識が必要となる。 

・生産・加工・販売の支援体制が行政側に作れていない。 

・運営が大変そうなので市の支援も必要ではないか。 

（地産地消） 

・料理の予定（メニュー）、天候の影響による入荷予定が難しい。 
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第１回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

・野菜を大量に使う学校給食の需要に答えられる農家を見つけることが難しい。 

・規格（大きさ、虫付き、品質）が難しい。 

・地産地消の数値目標は難しい。率を上げるを目標とするのは現実とあっていない。 

・通年利用できる野菜を確保するのが難しい。 

・現場の声が行政に届いているか。 

・米沢地区の特産を再確認する必要がある。 

・地場産農産物の積極的使用。 

（グリーン・ツーリズム、教育旅行） 

・行政や観光との連携ができていない。 

・生産者・食・宿の協力が必要。 

・米沢の観光部門とグリーン・ツーリズムがうまく結びついていない。 

・グリーン・ツーリズムの良い部分を発信する。 

・体験型農業、観光型農業が必要。 

・体験・食・宿をセット・パックすることを１つの農家が全て担うのが難しい。 

・受入体制ができていない。 

・受入家庭、地域が増えないと計画だけで実施は難しい。 

 

＜園芸作物部会＞ 

（野菜） 

・常に人不足、水稲、大豆で手一杯になり、70 代の構成員で園芸部門を回している状況。

園芸担当を任せられる人材が欲しいが、新たに募集をかけてもアルバイトくらいしか集ま

らない。人を雇用するコストが高いため、失敗した時のリスクが大きい。 

・障がい者雇用を活用している。（施設園芸では）作業中の暑さに参ってしまう人が多く、

作業における見落としも多い。きめ細かく見てくれる人がなかなかいない。志ある人を採用

したい。 

・施設園芸では放棄されたハウスなどが多い。果樹もそうだが初期投資がかかる分野のた

め、設置状況を把握して新規就農者等が再利用する仕組みを整えてほしい。 

・水田以外に畑も依頼されるが、土地がよくない、小さい、住宅近いなど、使いづらいもの

も多い。水田とセットで頼まれると断りづらい。 

・休みがない（キュウリやトマトなどは特に）。 

・山手で農業をしたい（野菜を作りたい）という相談を受けることがあるが、施設がなけれ

ばりんどうやそばくらいしかお勧めできない。枝豆、大豆も鳥獣被害を受ける。 

・枝豆はとにかく単価が低い。秋田や宮城との競合もあり、市場が飽和しつつある。稲作と

のブロックローテーションでないとやっていけない。 

・施設のフィルム張替えなどの補助の敷居が高い。現状維持、更新ではもらえないので、利

用したいが当てはまるものがない。ポイント制は現状に合っていない。 

（果樹） 

・JA のさくらんぼ部会、りんご部会の中でも後継者がいるのは数軒だけ。市には人材の仲

介・紹介を希望する。人を使う分コストがかかるため、価格が上がらないと雇用できない。

また資材費が高く負担が大きい。就農支援制度を見直してほしい。 

・ぶどう部会には 5～6軒在籍しているが、高齢の方が多い。10年後には 2件くらいしか残

らない。水稲と並行しながらでは厳しくなってきたので、ぶどうは減らしたいと考えてい

る。水田の耕作依頼はどんどん増えている。ジベ処理の時期は 20人ほど頼んでいる。 

・担い手確保も大事だが、現在の農業者の現状維持の支援にも力を入れてほしい。減少を抑

える方向性への転換を。 

・リンゴ農家など品目・種類ごとに一括組織化し、支援や補助の情報を漏れなく行き渡らせ

たい。JA ではリンゴは置賜りんごとして扱われるため、舘山りんごとして扱うためには市

がまとめるしかない。そもそも生産者の中でも「舘山りんご」を生産しているという意識が
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第１回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

 

薄い。舘山りんごの知名度、ブランド価値が低い。 

・認定農業者、青申でないとダメなど、補助事業のハードルが高い。小規模農家には手が届

かない。農業者ならだれでも使えるように要件を見直してほしい。 

・ぶどうは JAである程度まとまって出している。果樹は技術が重要で、1，2年では身につ

かない。高畠でも年に 5～6人やめているが、園地の引継ぎが行われている。 

・異常気象により、作物の作業時期が重複することが多くなった。できた作物も障害が多

い。 

（花卉） 

・りんどうの新規栽培者は多少増えたが、それ以外は減っており、高齢化が進んでいる。儲

からないと始める人がいないと思う。ピーク時に比べ売り上げが落ちている。ある程度の量

を確保できないと産地として市場から見放されてしまう。 

・資材費高騰、燃油高により施設園芸は大きな打撃を受けている。人件費も上がっている

が、価格が追い付いていない。 

（その他） 

・親元就農で品目を変えるのは不合理。中山間の鳥獣害の対策を希望する。 

・雨が少ない年は川の水が減り、川を通り道にして鳥獣が増える。 

 

＜畜産部会＞ 

・粗飼料が依然として高い状況であり、経営が苦しい。 

・繁殖農家は子牛をいくらでも高く売るしかないが、それでも採算がとれないため、安く子

牛を販売するぐらいなら、自分で肥育して売った方がよいと感じる。肥育期間があるため３

～４年は儲からないが、それでもよい現状である。 

・地域内一貫生産で、米沢生まれ米沢育ちの米沢牛という付加価値を付けれればいい。 

・米沢牛の輸出ができれば、まだ需要が伸びるかもしれない。相対取引でもよいから、とに

かく数を出すべき。 

・インバウンドが話題となっているが、肉を食べる人は少ないようだ。特に中国では国内で

も畜産業が増えている。 

・特に畜産は後継者が不足している。畜産をやってみたいという人は必ずいるはずだが、畜

産の新規就農はハードルが高い。空牛舎を借りるにしても、貸主の自宅のとなりに牛舎があ

るため、抵抗を感じる人もいると思う。また、牛舎だけでなく、自給飼料の圃場や収穫機械

も用意しないと経営ができない。全て自己責任では無理。 

・新規就農者のサポートを手厚くしてほしい。 

・現在でも乳価が安すぎる。 

・人、農地プランが機能していない。 

・農地を増やしたいが、飛び地になってしまうと効率が非常に悪くなる。 

・米沢市が農地を全て買い上げ、区画ごとに売るなどの管理方法にしたら効率がよくなる。

農地の管理は第三セクターなどで。 

・５年水張問題 

・米沢市で貸牛舎を整備して、畜産農家に貸し出してほしい。 

・畜産特区をどこかに作る考えはないか。 

・牛舎が古すぎて後継者がいても譲れない。資材費が高騰しているので、建替も厳しい。 

・今の担い手は今後 10年間で更新や後継について見通しを立てる必要がある。 

・販売農家で 500万円以上の売上がある戸数を教えて欲しい。できれば年代ごと。 

【３】質疑応答 

 特になし。 

【４】省略 
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第２回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

会議名称 第２回米沢市農業振興計画策定作業部会 

開催日時 令和６年８月８日（木） 午後６時３０分から午後７時４０分まで 

開催場所 米沢市役所 庁議室、３０３会議室、相談室１０ 

出 席 者 ※省略 

欠 席 者 ※省略 

事 務 局  

出 席 者 
※省略 

会議次第 

１ 開会 

２ 意見交換 

３ その他 

４ 閉会 

会議資料 次第、施策の体系（案） 

会議内容 

【１】省略 

【２】意見交換 

＜人・農地部会＞ 

（担い手の確保・育成についての課題）  

・機械等の経費がかかりすぎる 

⇒農機を扱う会社への国からの補助が必要になる。 

⇒小規模農家さんのために機械をリースする必要がある。(初期費用が抑えられ参入しやす

くなる) 

・研修生を受け入れられる決まった組織がない。 

⇒法人等を研修先として利用する。 

⇒（質の高い研修先を設定するために）青年農業士、指導農業士が実習先となる。 

⇒大規模農家からスムーズに新規就農者へ繋げる体制づくりをするべき。 

・現在の担い手の方への負担が増えている 

⇒人材を増やしていく取組みが必要。また、集積を進めたことによって各担い手の負担が増

えているのも加味し、担い手を増やす必要がある。 

・高齢化が依然進行している。 

⇒今は土地利用型農業だと収益が出るが、資本がないと出来ないため担い手が新規参入す

るにはハードルが高い。規模が少ない農家さんでも食べていけるような農業にしていかな

ければならない。 

・就農するにしても作物を育てるのに向かない農地を押し付けられる可能性がある。 

⇒中山間などが敬遠されがちな農地として挙げられるが、実際は水に困ることが少なく、平

場と同じような管理方法で済むところもある。 

（農地の保全・効率的利用についての課題） 

・耕作放棄地の増加が問題となっており、そうなりがちなのは獣害のひどい地区であり電柵 

などでは対応しきれない。 

⇒獣害に関しても農地と山に明確に区切られたスペースを作り、電柵を設置することで被

害を大幅に減らすことができる。 

 

＜土地利用型作物部会＞ 

・単収は年々低下し、新しい機械も買わない方針になっている。 

⇒農業機械の導入や更新における補助の充実。 

⇒機械のメンテナンスの補助。 

・交付金から作業料を払ってもらっているため、交付金対象外になると農業者が作業料払え

ず委託できない農地が増え、耕作放棄地が増えるのではないか。 
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第２回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

⇒農地中間管理機構の強化。（農地の貸借や売買のつながりを強化、農地の買取及び管理） 

⇒農業委員や農業者同士などで話し合いの場をつくる。 

・町内で作業を賄うことは年々難しくなり、後継者が少ない。 

⇒就農するためにどうすれば良いか広める。（初期投資の補助、農業委員会や農政課など関

係機関での相談しやすい雰囲気づくり） 

⇒農地を集約し、同地区内で作付けする。 

・農業に魅力がなく、儲からないイメージがある。 

⇒作物のブランド化。（自家製作物の提供などこだわりをつくり、儲かるようにする） 

⇒就農に関する目玉になる取り組み。（大型機械などがすれ違いやすい農道や機械置場、集

会所などを備えた農業団地の整備） 

⇒作付けする作物の提案。（コーディネートしてくれるサービス） 

・農業従事者が高齢化している。 

⇒就農するためにどうすれば良いか広める。（初期投資の補助、・農業委員会や農政課に行き 

やすくする。（相談しやすい雰囲気づくり）） 

⇒農地の取捨選択が必要ではないか。（水路等がきちんと整備されている圃場は水稲作付

し、条件の悪い圃場は畑地化やその場所にあった作物を植え付けるなど） 

・人を雇ったとしても雇用に見合う利益が出るか不明瞭。 

⇒田を並びで作付けする。 

⇒団地化した農地で作付できるようにする（最低３反） 

⇒農地を集約し、同地区内で作付けする。 

⇒地権者への農業の理解を求めていく（農地を集約していかないと今後の農業が成り立た

ないなど） 

・交付金があるから続けている状態で、交付金がなければ農業できない又はしない。 

⇒継続しやすい補助の仕組みづくり。（例：畜産クラスター） 

・新規就農者に向けた補助金が多いが、既存農業者（特に法人）にも補助金を交付すること

で、機械の更新等により既存の経営基盤が安定し、新規就農者の確保に繋がると考えられ

る。 

⇒土地利用型作物協議会をつくり、該当する補助金の案内を個別に提供。 

⇒補助金等の情報周知の強化。 

・機械など価格が高騰しており更新ができない。 

⇒該当する補助金の案内を個別に提供。 

⇒地権者への農業の理解を求めていく。（農地を集約していかないと今後の農業が成り立た

ないなど） 

・補助金申請等のポイント制度はより分かりやすく、申請しやすくしないと申請する前にあ

きらめてしまう。 

⇒土地利用型作物協議会をつくり、該当する補助金の案内を個別に提供。 

⇒補助金等の情報周知の強化。 

・農業者それぞれでは対応できない状況もあり、市や JAで機械を購入して農業者に貸し出

すなど大きな団体から直接的な対応があるといい。大型機械だけでなく草刈りの機械など

でも検討してほしい。 

⇒農機具のレンタル事業。（時期が集中する、維持費がかかる問題もある） 

 

＜グリーンツーリズム・地産地消・市民交流部会＞ 

（6次化産業の推進） 

・生産→加工→販売の横のつながりを作り協力する。（連携６次化、地域ぐるみの６次産業化） 

・連携窓口の設置、主体となる団体の設立。 

・連携したい人、連携してもらいたい人をつなげる場所を用意する。 

・農家が借りられる食品加工場があるとよい。 
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第２回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

・市で加工施設をつくり、農家が加工し、道の駅で販売する。 

・地物を使った加工品のみを展示・販売する場所があるとよい。 

・情報共有する仕組み作り、情報発信の講習会 

（地産地消） 

・学校給食の充実のためにも連携が必要。 

・続かなくても小さなイベントは大切。情報交換の場。ＰＲのチャンス。 

・学生とのコラボによる話題づくり。地域活性化。 

・栄養大、高校とのタイアップ。商品開発、イベント販売。 

・レシピ集の作成。 

・地物食材のレシピコンテストを開催（レシピを公開）する。 

（グリーン・ツーリズム、教育旅行） 

・市外・県外へのＰＲ。グリーンツーリズムを体験してもらい体験農業・食事・観光・宿泊

客にまわってもらう。 

・観光農業を農家の皆さんと協力しながら実施する。 

・グリーンツーリズム・民宿・温泉旅館との連携が大事。 

（市民農園） 

・鷹山大学の講義（座）を設けてみる。 

（共通） 

・後継者を育成するため、お金をかける必要がある。地元に根付く人づくり。 

・情報発信について、単発ではなく長期的に続くものにする。 

・ＰＲが大切。市のＨＰへのリンク、ＳＮＳ，チラシ、口コミ。 

・市役所にコーディネートができる人材をおく。 

・市役所にマッチング課が出来たら円滑にすすめられる。 

・他業種との連携。米沢全部をＰＲ。魅力ある米沢市にするためにみんなで考える。 

 

＜園芸作物部会＞ 

(1)課題の見直し 

（野菜） 

・家庭菜園の延長のような多品種少量生産が多い。大面積化の取り組みが進んでいない。 

・きゅうりのように単一である程度の面積を確保して出荷していかなければいけない。 

・米沢は水田が多く、野菜に適した土地が少ないため、大規模化が難しい。土地の条件が水

田向きのため、時間をかけた土壌改良が必要になる。 

・機械化が進むほど単価が下がる。 

・機械化しても収穫時には人手が必要。 

・インターネットで売れるのは一握り。現在は ECサイトが乱立しており芽を出すのは難し

い。生産者が営業、販売までするのは大変。 

（果樹） 

・とにかく人材不足。人がいないと面積が増やせない。 

・りんごやサクランボは人を使う期間が短い。作業量の少ない期間が生じるため、継続した

雇用が難しい。 

・求人アプリ等を活用するには作業ごとの賃金の一律化が必要。 

・トイレなどの労働環境整備が必要。 

・給料が出せないと息子にも作業を頼めない。親元就農でも数年間援助があればその間に農

作業に慣れたり面積を拡大したりできる。 

・新規就農者は慣れるまでは仕事の見通しが立たず忙しくなる。 

・野菜や果樹など機械を使えないものは一人でやれる規模に限界がある。 

・定年延長の影響で、あてにしていた人材が来られなくなった。 

（花き） 
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第２回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

 

・設備や施設が必要な品目が多い。昔よりも導入コストがかかる。 

・フィルムなど資材代、燃油代が高い。 

・りんどうは涼しいところでないと作れない 

・サルが生息するところはりんどう、そばくらいしか作れない。 

(2)対策、解決策 

・高単価で売る仕組みが必要。 

・選別作業の軽減。 

・米沢 ABCが米沢で買えるようにする。 

・米沢の農産物を組み合わせてセットで発信、品目の垣根を超えて組めないか。 

・きゅうりやサクランボの個人での選果機の導入に対する補助。 

・補助要件の緩和。（3戸以上・認定・ポイント等） 

・市で農業機械を購入し農業者にレンタル。 

・サクランボの朝仕事など人手を集めるシステムの構築。（企業や団体、学生、高校生対象） 

・兼業での就農希望に対する農地や機械のあっせん。 

・産地のブランド化。 

・市場とのかかわりを持つ機会を増やす。（市場視察など） 

・SNSの活用。 

 

＜畜産部会＞ 

・自給飼料の生産に関する課題 

⇒作業受託組織での作業者の確保。そのための十分な賃金が必要。作業受託組織は年間を通

じて農作業に限定しない仕事の確保が必要で、農業の担い手だけでなく若い人材確保が必

要。子実用トウモロコシの地産地消の手段としてサイレージ化があるがまだ品質が安定し

ていない。 

・低コスト牛舎について 

⇒パイプハウス牛舎でも飼育は可能だが暑さ対策にはある程度の高さが必要。また、建築基

準に関する畜舎特例法の面積要件緩和。 

・乳価について 

⇒直接補償が必要。東北は関東の乳価に合わせているが、輸送費などが考慮されていない。 

・米沢食肉センター 

⇒米沢牛の需要拡大のためにはセンターを輸出可能な設備にする。建替えの際には海外輸

出を視野に入れた整備が必要。 

・畜産事業の継承について 

⇒事業の会社化によって、事業継承がし易くなる。事業を継承する者は一定時期を社員とし

て一定期間働き技術の継承を行うことでできる。その他、資金面などの多方面からのサポー

トが必要。 

（その他） 

・みんながやりたくなるには所得の確保が必要。 

・いまの畜産農家を守る施策が必要。 

・5年水張は廃止すべき 

【３】その他 

 特になし。 

【４】省略 
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第３回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

会議名称 第３回米沢市農業振興計画策定作業部会 

開催日時 令和６年９月１０日（火） 午後６時３０分から午後７時４５分まで 

開催場所 置賜総合文化センター ２０３研修室 

出 席 者 ※省略 

欠 席 者 ※省略 

事 務 局  

出 席 者 
※省略 

会議次第 

１ 開会 

２ 課長挨拶 

３ 説明 

（１）第２次米沢市農業振興計画（素案）について 

 （２）意見交換 

４ その他 

５ 閉会 

会議資料 
次第、第２次米沢市農業振興計画（素案）、第２次米沢市農業振興計画（骨子

案） 

会議内容 

【１】省略 

【２】省略 

【３】 

（１）第２次米沢市農業振興計画（素案）について 

（２）意見交換 

＜人・農地部会＞ 

（担い手の確保・育成について） 

１-（１）多様な担い手の育成と確保 

①新規就農者・後継者 

・新規就農者の増加数が 15名のままで増減なしでは消極的だと思う。これからも多くの方 

が高齢を理由に農家を辞める方が増加していく中で 15名のままでは担い手不足は解消され

ないと考えている。 

②集落営農・法人等組織 

・法人化の取組みの推進は進めてもらいたい。例えば、川西町のほうでは法人の数が急激に

増えている。簡易的なライスセンターを所有するところもあるので、米沢でも法人化に取り

組むのがいいと思う。 

⑤高齢者・兼業農家 

・仮にこのように高齢化率が推移するなら、①新規就農者・後継者の増加数が横ばいである

のは矛盾している。  

・多くの農家さんが高齢を理由に大勢辞める分、相対的に現状農家である方たちの若者の割

合は増えることになる。15名ずつ増えれば農業の高齢化は改善していくとの見方もできる。 

・減っていくことはなく高齢化率はそのままで推移するのが現実的だと思う。 

（農地の保全・効率的利用について） 

４-（２）中山間地域の農業生産活動 

・ワラビを推し出すことはいいと思う。収益性が見込める作物であり、中山間地域でもワ 

ラビは他の作物に比べ、鳥獣害の被害を受けにくい。ワラビを育てる就農者が増えて欲し

い。 

 

＜土地利用型作物部会＞ 

２-（１）土地利用型作物の振興  
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第３回米沢市農業振興計画策定作業部会会議録【要点筆記】 

・本文内「稲作への依存度が高い構造にあります。」とあるが、「依存」は悪い印象を与える

表現に感じるため修正してほしい。 

⇒「稲作が経営の軸となっています。」に修正。 

①稲作の振興  

・「直播栽培等の省力化技術の推進等を推進し」とあるが、直播栽培は実際に行ってみると

雑草の処理などがあり農業者の負担が無くなるわけではないため推進は無責任ともとれ

る。 

⇒省力化の例として作業の省力化としてドローン等スマート技術を挙げる。 

・「「米沢米」としてブランドを確立し」とあるが、ブランド米の推進はとてもいいと思う。 

・「米沢米」はほかで使っているところがある。 

⇒米沢米について乗り込めば話題になるのではないか。 

②大豆の振興 

・ブロックローテーションについては再構築について考えているか、令和 9 年以降にどう

なるかわからないため、あと２年の間に動くことは難しい。 

・雪がない時期に企業に雪かきの予算で水路を作ってもらうといいのではないか。 

⑤米政策への対応 

・米をもっと作りたい、減反を進めている状況ではないとよく聞く。 

・ほかの農地を削らずに作付け面積を増やすことは難しい。休耕地等に作付けするのであれ

ばマルガイ（交付金対象水田外となった不作付け地）を撤回しやすくするなど対応しないと

作付けは増えないと思う。 

（その他） 

土地利用型作物の振興の中の項目として、農業災害対策の項目を追加することについて了

承いただきたい。 

⇒了承。 

 

＜グリーンツーリズム・地産地消・市民交流部会＞ 

３-（１）6次化産業の推進 

・市単独補助事業の内容について、市では販路拡大についても行っているのではないか。 

・県では以前は建屋の整備の補助があったが、現在は機械導入の制度になった。 

・制度利用者からハードよりソフトのほうが使いやすい。使い勝手のよい補助事業を行って

ほしいという声がある。 

・市の補助事業では現在は、アシストスーツやドローンの活用より、ラベル・パッケージ・

のぼり等の販路拡大に利用されることが多い。 

・今後の施策の内容に「販路拡大の取組への支援」について、記述を追加する。 

・情報発信について、フェイスブック・インスタグラムの活用が多いが、毎日のように情報

発信しないとだめで、なかなか続かない。 

・情報をいろんな分野にバラまくのがよい。チラシは印刷代がかかる。 

・情報発信の仕方は、それを受け取る側の年代にもよる。 

・現在は、口コミが一番でお客様自身が広めてくれる。（味はもちろんのこと、みためも重

要） 

・白鷹町では、加工施設の建設予定がある。場所はどりいむ農園の近く。 

３-（２）地産地消・地産訪消・食育 

・現在の気象状況を考えると、米沢産のものが必要な時期に手に入るか不安がある。 

・学校給食においては、米沢産・置賜産・県産の使用率を出すことになるが、米沢産の率に

なるとどれくらいになるのか不安がある。 

・母体が小さければ地元から地元産のものを手に入れることは可能だが、共同調理場とな

るとどうなるのか。 

・山形市は給食調理場をセンター化しており、玉ねぎについて、生産者と栽培契約している
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ときいている。 

・生産者（作り手）からの情報があるとありがたい。 

・生産者の中には、学校側がどのくらいの量を求めているのかが分かれば、作付けを考える

という方もいる。 

・例えば、栗ご飯について、現在学校の中で炊飯ができるところがないので、栗を他県から

調達し、業者に炊いてもらった栗ご飯を学校給食に提供している。共同調理場となれば、共

同調理場で炊飯するので、求める栗の使用量、納品状態で納めてくれるところが米沢にある

ならば、活用できるのではないか。 

・マッチングといえば、四国では、葉っぱ産業を行っているところがある。 

３-（３）グリーン・ツーリズムの推進、教育旅行 

・教育旅行だと農作業体験がセットになってくるが、グリーン・ツーリズムは、ドイツが発

祥とされており、ただ農村でゆっくりするという意味合いが強い。 

・グリーン・ツーリズムの観点でいえば、米沢で食文化・歴史・その地域の風土を楽しむと

いうことがすでにグリーン・ツーリズム。 

 

＜園芸作物部会＞ 

２-（２）園芸作物の振興 

・伝統野菜や紅花に需要があるのか、やりたい人はいるのか？ 

・「伝統野菜」の品目は何か。 

⇒雪菜や豆もやしなど 

・具体的な品目名を記入してほしい。作物の名前が挙がっていると応援されているという実

感がある。 

・伝統野菜は多品目の一つとして続けていくべき。 

・紅花は品目として妥当か？ 

⇒観光・文化的な意義があり残したい。 

・啓翁桜を品目に追加してはどうか。 

⇒啓翁桜は需要があるが生産者が少ないのでは。 

・すももや桃の定植は現在増えているが、品目に追加してはどうか。 

・りんごの生産性が価格と見合わず、りんごから桃への移行が進んでいる。県内全域で同様

の傾向がみられる。単価が高く、転換先として良好。市としても誘導してはどうか。 

・果樹及び園芸全般でグリーンツーリズムとの連携ができないか。 

・稲作のみで経営している農家をどうやって園芸作物に引き込むか。 

・枝豆を増やしたいなら枝豆収穫機補助率を上げるなどしてはどうか。 

・数値目標については、生産者減少を考慮し、現状の維持する方向の現実的な数値に。 

・新規就農者だけでなく、中規模農家の親元就農や事業承継にも支援が必要。 

・息子が来ても収入がいきなり増えるわけではない。面積を増やし作業に習熟するためのつ

なぎの期間の支援が必要。あるいは機械のリースなど就農してすぐ収益が出せる仕組みを。 

・農業災害対策について、施策体系のうち農業災害対策（復旧支援事業）を共通項目として

残してもよいか。 

⇒反対無し。 

 

＜畜産部会＞ 

２-（３）畜産の振興 

①畜産の生産振興 

・飼養頭数の目標が和牛について、R16の値は厳しい目標と思われる。 

⇒R11から R16は据え置きの値でどうか。 

・指標に戸数を入れみると、戸数の減少傾向に対して、飼養頭数が増えることで畜産経営の

状況が分かりやすくなると思う。 
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⇒畜産農家戸数は参考資料に掲載する 

・Iターンの受入れ体制も作っていければ良い。 

⇒文言に加えることを検討。 

②自給飼料作物の生産振興 

⇒籾殻を粉砕することで飼料として利用している事例もある。飼料代のコスト低減のため

様々な工夫がでてきている。 

③畜産環境・飼養衛生管理 

・籾殻、稲わらの有効活用は、耕種農家でも課題となっているので、畜産部門と連携ができ

れば良い。 

・Jクレジットは時期尚早と思うが、これから話題になってくる。カシューナッツを給与す

ることでメタンガスが抑えられる実験結果もあるようだ。 

⇒さまざまな先進事例に関する情報収集や、研修会、勉強会を通し畜産環境に関する意識醸

成を図る。 

【４】その他 

 特になし。 

【５】省略 
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第２次米沢市農業振興計画策定に係るスケジュール（変更後） 

＜農政審議会＞ ＜農業振興計画策定作業部会＞ 

令和６年 ６月２１日  第１回農政審議会 

 

 

 

令和６年１０月 ９日  第２回農政審議会 

令和６年１０月３１日  第３回農政審議会（予定） 

令和７年 ２月上旬   第４回農政審議会（予定） 

令和７年 ２月中旬    市長へ答申 

 

令和６年７月１６日  第１回農業振興計画策定作業部会 

令和６年８月 ８日  第２回農業振興計画策定作業部会 

令和６年９月１０日  第３回農業振興計画策定作業部会 

＜議会等への報告、パブリック・コメント・計画策定等＞ 

令和６年１１月上旬  市長へパブリック・コメントの実施について事前説明 

令和６年１１月１１日 定例庁議でパブリック・コメントの実施について説明 

令和６年１１月２５日 産業建設常任委員会でパブリック・コメントの実施について説明 

令和６年１１月２７日 市政協議会でパブリック・コメントの実施について説明 

令和６年１２月 １日 パブリック・コメントの実施（２０日以上） 

令和７年 １月上旬  市長へパブリック・コメントの結果について事前報告 

令和７年 １月１４日 定例庁議でパブリック・コメントの結果について報告 

令和７年 １月２２日 産業建設常任委員会協議会でパブリック・コメントの結果について報告 

令和７年 １月２４日 市政協議会でパブリック・コメントの結果について報告 

令和７年 ２月上旬  パブリック・コメントの実施結果の公表 

令和７年 ３月上旬  計画の策定 

※米沢市農政審議会設置条例に基づき、設置するものです。農業振興計画策定作業部会が作成した計画（素案）を基に審議・答申を行います。 

※各専門分野の知識を有する者が構成員であり、幅広い意見を基に計画（素案）の作成を行います。 
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